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　2017年（平成29年）３月に中学校新学習指導要領が告示された。2021年（令和３年）
４月からはこの新学習指導要領に基づく指導が実施される。新指導要領では，今後の授業
の改善の視点が示されており，中学校の理科指導においても授業改善に向けての様々な角
度からの取組が必要となる。そこで，本稿では各種学力調査結果を元に中学校理科の現状
と課題を明らかにした上で，理科授業の改善の視点を踏まえた今後の実験レポートの指導
の在り方を考察したい。
　学習指導要領の基本的な方向性を決める中央教育審議会で言及される中学校理科の現状
としては，国際的な学力調査の結果がある。特にTIMSSは中学校２年生が対象であり，
その結果の考察からは国際的に見た日本の中学校理科教育の現状をとらえることができる
と考えられる。TIMSS 2015では実施した39の国や地域の中で世界第２位となった???。こ
れは1995年の第１回以来の好成績である。また，理科に対する意識や態度については「日
常生活に役立つ」「将来，自分が望む仕事につくために良い成績をとる必要がある」「理科
は楽しい」と思う生徒の割合は増加しているが，国際的に見れば肯定的な回答の割合はま
だまだ低い状況がある。そして，「観察・実験の結果などを整理・分析した上で，解釈・
考察し，説明すること」などの資質・能力に課題があると言える。
　高校１年生を対象に実施されるPISA2015???においても科学的リテラシー???はOECD加
盟35カ国中第１位となった。一方，「現象を科学的に説明する」能力，「データと証拠を
科学的に解釈する」能力と比べて，「科学的探究を評価して計画する」能力が相対的に低い，
という結果が出た。科学に対する態度については，日本は肯定的な回答をした生徒の割合
が国際的に少ないという結果が得られた。「科学の楽しさ」について2006年度調査と比較
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すると有意に減少しているが，「理科学習に対する道具的な動機付け」「理科学習者として
の自己効力感」「科学に関連する活動」については有意に増加している。
　また，中学校理科の全国学力・学習状況調査は平成24年度と27年度に実施されたが，
この結果からは，「観察・実験の結果などを整理・分析した上で解釈・考察し，説明する
こと」に関しての課題があるとして，今後の対応を求めている???。
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　１で述べたような理科の現状と課題を踏まえて改定された新指導要領指導解説理科編???
（以下「解説」）では，今後の理科授業の改善の視点として次の３点が挙げられている。
　第一は，理科で育成する資質・能力と学びの過程について，第二は，理科の面白さ，有
用性を感じられる教育内容について，第三は，「主体的」「対話的」「深い学び」の視点か
らの学習過程の質的な改善についてである。この三つの視点からは今後の授業の在り方に
ついて，次のように考えられる。
（1）育成する資質能力と学びの過程
　「解説」によれば，理科においては，課題の把握（発見），課題の探究（追究），課題の
解決という探究の過程を通じた学習活動を行い，それぞれの過程において，資質・能力が
育成されるよう指導の改善を図ることが必要とされている。そこで，このような探究の過
程全体を生徒が主体的に進められるようにすることを目指すとともに，生徒が知的好奇心
を持って身の回りの事物・現象に関わるようになることや，その中で得た気付きから疑問
を形成し，課題として設定できるようになることを重視すべきと考える。その際，学習過
程については，必ずしも一方向の流れではなく，必要に応じて戻ったり，繰り返したりす
ることができることや，意見交換や議論など対話的な学びを適宜取り入れていく際，あら
かじめ自己の考えを形成した上で行うようにすることが重要である。
　その資質・能力を育成する学びの過程のイメージとして次のような流れが示されてい
る。
自然事象に対する気付き  → 課題の設定  → 仮説の設定  → 検証計画の立案  →
観察・実験の実施  → 結果の処理  → 考察・推論  → 表現・伝達
（検証計画の立案  と 考察・推論  の間にはループや繰り返しもある。）
　この学びの過程で行われる問題解決は，課題や解決方法を教師によって与えられるもの
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になりがちであるが，本来は生徒自身が学習の主体者として課題意識を持ち，解決への見
通しを持つことができるようにすることで，初めて「主体的」な取組となると考える。
（2）面白さ，有用性が感じられる授業
　TIMSS 2015質問紙調査結果からは，理科の授業が楽しい，日常生活に役立っていると
解答した生徒の割合が増加している。一方，「解説」にあるように，今後の理科の授業に
おいては科学技術が日常生活や社会を豊かにしていること，安全性の向上に役立っている
こと，理科で学習することが様々な職業と関係していることなどを授業で意識して取り扱
う必要がある。また，（1）で述べたように，理科の学習過程で生徒が知的好奇心を持って
身の回りの事物・現象に関わるとともに，その中で得た気付きから主体的に自ら疑問を形
成し，課題として設定できる授業を行うことが，理科の面白さを味わわせるためには重要
である。
（3）主体的，対話的で深い学びを実現する授業
　主体的な学びについては，（1）で示した学びの過程の中で，まず生徒自身が「なぜか」「な
にか」「どうなるか」などの疑問をもつことが重要である。そして，仮説の設定や検証計
画の立案において，取り組んでいる生徒が「目的意識」を持つことも重要である。これま
でも「目的意識」を持った取組が強調されてきてはいるが，多くの観察・実験は教科書の
手順に沿って行われているのが実情である。それは，生徒にとっては仮説の設定が容易に
できることではないなど，やむを得ない点は否定できない。一方，事象がどうなるか，と
いう予想ならばできるという生徒は多い。そこで，どうしてそのような予想をしたのか，
根拠・理由を考えさせることによって仮説設定につなげる指導法がある???。
　対話的で深い学びの実現に関しては，授業の中に対話によって自分の考えを深めたり，
広げたりする機会があるか，そして，その考えを他の生徒や教師と交流する機会があるか
どうか，が重要である。そのため，観察・実験の結果の処理や考察の場面では，まず個人
で考え，その後グループや全体での意見交換や議論の場を設ける必要がある。
　また，深い学びに関しては，（1）に示したような学びの過程に沿って学習が行われ，科
学の新たな概念が獲得されていくことが極めて重要である。
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?２（1）～（3）を踏まえ，科学的な思考力や表現力を高める有効な機会として，観察や実験
などを通して課題解決する過程をレポートにまとめさせる学習活動がある。一般に，レ
ポートを作成させる意義としては，次の①～③のようなことが期待される。
①目的や方法，結果，考察といった探究活動の一連の記録
②予想と結果を関連付ける力，結果を基にして論理的に説明する力などの育成
③他者にもわかるような表現を心がけることによる思考力，表現力の向上
　しかしながら，この観察・実験のレポート作成の取扱について，教科書に資料としての
記載はあるが，具体的な指導は指導者の裁量にゆだねられている実情がある。そこで，改
善の視点を踏まえ，中学校理科物理分野における主体的な学びを実現する実験のレポート
指導について考察したい。その一例として第３学年物理分野「斜面上の落下運動」におけ
るレポート指導の実践について以下に述べる。
　この例では，理科の実験におけるレポートの指導過程を工夫することにより，生徒が主
体的に実験そのものに取り組む姿勢を生み出すとともに，育成すべき資質・能力をレポー
ト作成の過程で着実に身に付けさせることを意図している。
　観察・実験におけるレポートはワークシート形式が多く用いられている。ワークシート
形式では，教師が予め記入項目を指定した用紙に生徒が適宜記入しレポートを完成させ
る。ワークシートには，実験・観察の記録をどのような手順で行うかをすべての生徒が迷
うことなく理解し，限られた時間内にレポートを完成させることができるという良さがあ
る。一方，レポート作成が往々にして穴埋めや作業的な活動になってしまい，生徒が観察・
実験で得た結果について深く考えたり，生徒の表現や独創的な発想などオリジナリティを
発揮したりする機会は十分とは言えず，良い意味でも悪い意味でも均質化しまう傾向があ
る。
　そこで，理科で扱う観察・実験のうち，生徒が探究的に関われるものに関しては「一枚
レポート」を実施することで，ワークシートでは不十分な点を補うことができると考えた。
　「一枚レポート」は，白紙のレポート用紙の紙面上で実験レポートを各自で工夫してま
とめさせる，という形式で行うものである。生徒は白紙を前にレポートの全体像を構想し
ながら，実験の目的や手順，仮説などを計画したり，結果をまとめたりすることになる。
その際レポ－トで何をどのように表現すれば伝えられるか，そのためには実験結果をどの
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ようにまとめたらよいのか，結果の考察は何をどのように書けばよいか，など思考しなが
ら進めることになる。
　その「一枚レポート」に生徒が主体的に取り組むことができるように，そしてレポート
作成の手がかりもなるように，作成したレポートがどのような評価規準により評価される
かを生徒に予め示しておくことにした。生徒はこの規準を元に内容や表現を考え工夫して，
主体的に実験に取り組み，レポート作成を行うことが期待できる。
　また，レポート作成の過程や結果に関して，この評価規準に基づき教師が指導や評価す
ることにより，身に付けさせたい資質・能力が明確になるとともに，着実に身に付けさせ
ることができると考えられる。
　さらに，この例でレポートの評価をするに当たり，評価者の主観によらずに評価できる
ような具体的な評価規準を設けて教師が評価し，さらに，生徒自身にも同様に評価をさせ
て結果を見比べることにした。これにより，評価の客観性や妥当性をより高めるとともに，
生徒の自己評価能力を高め，生徒が自分のよさや可能性を見いだしてその後の学習に主体
的に取り組むことができるように図っている。
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（1）実践について
①実践は，「落下運動と等速直線運動」の実験（斜面上の落下運動）で行う。
②実践では実験に際して「実験の手引き」を生徒に提示してレポートの内容について指示
する。（図１）
　レポートは一枚レポート（Ｂ４版白紙を使用した形式自由のレポート）を提出させる。
提出された一枚レポートの例を図２に示す。
図１ 図２
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③実践ではレポートを「評価用紙」の①～⑮の規準により評価する。（図３）
（観点は現行指導要領による）
図３
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④生徒にも望ましいレポートの書き方を認識させ，自分のレポートの内容を確認させるた
めに，「実験レポート自己評価用紙」を用いて教師と同様に①～⑮の評価規準により自
己評価を行わせる。また，総合評価を文章で記述させる。（図４）
⑤「実験レポート自己評価用紙」をもとにして，教師が行った評価と生徒の自己評価の結
果を比べ，評価の客観性，妥当性を検証する。
図４
（2）評価結果の分析
　図５は生徒（１２９名）の自己評価と教師の評価をもとに，図３評価用紙の①～⑮の評
価規準の実現状況をまとめたものである。また，この図には各評価規準で生徒と教師の評
価がどれだけ一致していたかの割合も示した。
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図５
　図５から次のような点が考察できる。
①教師による評価と生徒の自己評価の結果を比較すると，ほとんどの規準で両者の評価結
果は８０％以上一致しており，中には１００％に迫る規準もある。
②規準⑤～⑦については，教師の○と生徒の○の数に差が見られた。これから，教師が考
察の文章から内容として規準を満たしているかを読み取って判断したのに対して，生徒
は規準どおりに評価したと考えられる。しかし，生徒が○を付けたものについては教師
も○を付けている場合が多いので，両者の○が一致している割合は決して低くない。
③規準⑬，⑭については，教師の○と生徒の○の数の差が開き，また，○の一致の割合が
低いことから，評価規準に個人によって解釈の違いが生じるような表現（「レイアウト
を考えて」「ていねいで読みやすい」など）があり，そのため客観的な判定が難しくなっ
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てしまったと考えられる。
④実現状況が低かった評価規準については，規準が適切であったかどうかを検討する必要
があると言える。例えば，関心・意欲・態度の基準に沿った内容を十分に記述できなかっ
たのは，１枚レポートの紙面上の制約からレイアウトや内容を考える際に結果や考察を
第一にせざるを得なかったからと考えられる。
（3）生徒の文章による総合評価（抜粋）
①自分のレポートが優れている点，工夫したところなど
・図などを書いて，他の人にわかりやすく，見やすくするようにきれいにまとめた。
・いつも考察はきらいだからちょっとしかかけなかったけど，今回はわかりやすく書くよ
うにがんばった。
・理解しながら作成できたと思う。図できれいにまとめられたと思う。
・自分なりにグラフを見やすくしたり，調べたことを書いたりした。カラーにして見やす
く色分けをした。
・見やすくするためにペンを使ったり，字のサイズを調整したりした。あと，だいたいの
レイアウトを考えて下書きした。
・実験の内容を理解して，自分なりにまとめようとしているところ。
・自分は技能，表現がすごいなぁと思った。
・技能・表現のところが全部丸だったから，まとめたりするのがうまいのかなぁと思った。
自分でもそこはがんばったところだったからよかった。
②今後のレポートで，努力が必要なこと
・もっとしっかり結果を見て，わかったことをわかりやすくまとめられたらいいと思う。
例などをあげたらわかりやすくなると思う。
・何を書くべきか，何が必要かよく考えてから作成するべきだった。今後はこのことを実
行したいです。
・書かなきゃいけないことだけでなく，自分の疑問，考えなど必要なことはちゃんと書け
るようにする。
・もっと自分の感想や図を書けばよかった。レイアウトを工夫してわかりやすくしたい。
日常見られるものについても書く。
・疑問に思ったことがあったのに，あえて書かなかったので，次は率直に書く。日常のも
のに目を向ける。もっとレイアウトを効率よいものにして，たくさん書けるようにした
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い。
・レポートには最低限のことだけでなく，さらに一歩踏み出して自分で考え見つけて書い
ていく。
・考察をしっかり根拠をもって書けるようにしたい。普段の生活との関連を大切にしたい。
③総合評価の考察
　総合評価の中で，自分がどの点で優れているか，あるいは工夫したかなどを具体的に記
述している生徒が多いが，このことから，それぞれが自分の力をレポートのいずれかの部
分で発揮しようという明確な意志を持っていたことがうかがえる。つまり，主体的に取り
組むことができていると思われる。そして，自己評価によって自分が努力した点を確認し
たり教師にも認められたりすることによって自信を持つとともに，満足感を得ている生徒
が少なくない。
　また，今後努力が必要な点については，記述された内容から生徒が今の自分を見つめ自
分の言葉で率直に自己評価を行えていると考えられる。その中には，今後に向けての意欲
の高まりが感じられる表現や具体的な目標なども見られる。
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　以上のように，評価規準を生徒に予め示して１枚レポートを書かせることによって，生
徒はより明確な課題意識を持ち，見通しを持ってレポート作成に当たることができると考
えられる。またその際，設定する評価規準が具体的であれば，教師はレポートの評価をよ
り客観的に行うことができるといえる。この評価の客観性については，今回行った教師の
評価結果と生徒の自己評価の結果とが一致している割合が高いことからも明らかであり，
さらに，このことは生徒にも客観的な自己評価が可能となることを示唆している。生徒が
客観的に自己評価できるならば，生徒は自己の能力や適性を自分でとらえ，自分の成長を
見つめることにより次の課題を明確に持つことが可能となるであろう。それが，生徒の主
体的な学びに結びつくことは言うまでもない。また，生徒に具体的な評価規準を知らせて
自己評価させることにより，その学習での基礎・基本やその実現状況を生徒に具体的に知
らせることができる。基礎・基本が何かをとらえた上で，自分の力や進歩の状況を知るこ
とができれば，基礎・基本は一層定着するものと考えられる。
　今後の課題としては，レポート作成の過程や完成したレポートを元にしての意見交換や
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議論など対話的な学びを適宜取り入れていくことである。それにより，理科授業の改善が
一層進むと考えられる。
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